アオ・イザベルの設定:10月5日現在

名前：「アオ・イザベル」
コンセプト：元人斬りの何でも屋
身長：176センチ
顔：右頬に魔剣の侵食による紋章が刻まれている（カタカナの「も」と表現できそうな紋章）。

来歴
（中世ヨーロッパ風異世界）
誕生：平民の家で産まれる（このときは魔剣と無縁）
少年期：変な名前でいじめられたりしつつも平穏に過ごす。
歳：①革命軍の侵攻戦争により、故郷を壊滅させられる。逃げ惑った後、このときの革命軍を率いていた一人のエルフと相対する。
②何もできない自分への絶望、エルフへの殺意などがトリガーし、故郷に眠っていた伝説の魔剣【スィズィエム（フランス語で第六という意味）】が蘇り、魔剣と契約し、魔剣の使い手となる。
③以後、故郷を滅ぼしたエルフへの復讐を胸に、革命軍に対抗する、傭兵として生きることを決意する。
④戦争では、魔剣による圧倒的な力で、数多の革命軍の命を奪っていった。世界から恐れられ、【人斬りのアオ】と呼ばれる。が、一方で罪悪感を抱え込んでいた。

20歳少し過ぎの頃：穏健派革命軍により革命が成立。政敵になりかけるも、過激派革命軍残党を討伐することと引換えに許されると言われ、過激派革命軍残党の多くの命を奪った。戦争を穏健派革命軍の勝利とし、戦争を終わらせた。

20代中ごろ：①多くの人を殺めてしまった。復讐したかったエルフとは決着がつけられなかった。
「自分という存在の意味」を探す為に、各地をさまよい、現代日本にたどり着いた。
②この時代で過ごし、「この時代の優しさ」を守る決意をする。（←現在）
